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本書の構成

１　教科に関する調査について

（１） 全体的な傾向の分析 ・ 考察

 ・ 全体的な結果の状況

（２） 領域 ・ 分野ごとの分析 ・ 考察

 ・ 領域 ・ 分野ごとの結果の状況

 　　　児童生徒の到達状況を下表のように表記した。

正　答　率 「到達状況」 を示す記号， 用語

90％以上の場合 ◎ ： 良好である

80％以上～ 90％未満の場合 ○ ： 概ね良好である

70％以上～ 80％未満の場合 ◇ ： 基準に到達している

60％以上～ 70％未満の場合 ▽ ： 十分とはいえない

60％未満の場合 ▼ ： 不十分である

 ・ 分析 ・ 考察及び学習指導に当たって留意すべきこと等

 ・ 参考となる他の指導事例や過去の調査問題

 ・ 「指導法改善のポイント」

（３） 改善に向けた指導事例

 ・ 教科ごとに， 改善に向けた指導事例を２事例記載し， 以下の内容を示す。

項　　　　目 内　　　　容

① 問題と解答

の状況

・ 設問番号， 領域 ・ 分野， 出題のねらい， 評価の観点

・ 関連問題

・ 正答例， 誤答例， 正答率， 誤答率， 無解答率

② 指導法改善

に向けて　

・ 解答状況の分析 ・ 考察

・ 指導法改善の具体的なポイント

③ 改善事例 ・ 学年， 単元 （指導内容等）

・ 指導のねらい

・ 具体例

 ・  関連する 「学びの１２か条＋
プラス

」 （巻末資料参照） の項目

を右のように示す。

２　質問紙調査について

（１） 小学校第４学年児童の調査結果

 ・ 設問ごとの経年比較， 学年間比較

（２） 学習 ・ 生活状況と正答率との関係

 ・ 正答率との関係を基にした分析 ・ 考察

（３） 教員の調査結果

 ・ 設問ごとの調査結果

学びの１２か条＋  ◯
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　「教科に関する調査結果の分析・考察」のページでは，以下のように，取り上げた問題に関

連した指導事例や調査問題，指導に当たって留意すべきこと等を記載してあります。今後の授

業の参考，取組の検証にご活用ください。

　　以下の略称を用いて記載しています。

（全）… 「全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」に掲載されている事例

（県）… 「基礎学力調査－分析・考察－」に掲載されている事例

（Ｐ）…  WEB サイト「学力向上プログラム」に掲載されている事例

　　以下の略称を用いて記載しています。

（全）… 全国学力・学習状況調査で出題された問題

（県）… 本県の基礎学力調査で出題された問題

（Ｐ）… WEB サイト「学力向上プログラム」に掲載されている評価問題

　取り上げた問題について，調査結果を受け，学習指導の改善・充実を図る際のポイントを，

箇条書きで記載しています。

　今年度の調査結果より，特に課題が見られた問題について，指導法改善のポイントを記載

しています。

本書の活用に当たって

① 参考となる他の指導事例

③ 学習指導に当たって

④  法

県平均
正答率設問番号 学校正答率問題の内容

　今年度の調査結果より，特に課題が見られた問題について，指導法改善のポイントを記載

法

― 2 ―



Ⅰ 教科に関する調査結果の分析・考察
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小学校 第４学年

「国語」「算数」
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:

:

　30年度の平均正答率は61.7％で，29年度より10.6ポイント低下している。話すこと・聞くこと領域

において，設問の場面設定を新たに話し合いとしたため，多様な情報の活用に対応できなかったこと

が一因として挙げられる。特にこの領域においては，話の中心に気を付けて聞き，分からない点や確

かめたい点を質問することに課題が見られ，指導法の改善が必要である。また，目的に応じて，中心

となる語や文を捉えて文章を読むことにも依然として課題が見られ，指導法の改善が必要である。

　設問八１の正答率は，基準に到達してい

る。条件に即して書く指導が，意図的・計

画的に行われてきたためと考えられる。

も
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帰納的な考え方を用いてきまりを読み取り， 表現する活動を充実すること
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　 グラフを批判的に考察し， 情報を正しく読み取り， 示された事柄に対して判断した理由を，

言葉や数を用いて表現する活動を充実すること
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小学校 第６学年

「社会」
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調べたことの整理

（工夫や努力）
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中学校 第３学年

「社会」「英語」
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工業地域の特色について , 資料

から読み取ったことを基に考察

し表現することができる。
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③　改善事例　　第２学年「中部地方」
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　設問１０は，与えられた場面や状況の中で知識を活用し，適切に表現する力を見る問題であ

るが，正答率は不十分であり，無解答率も高い。授業では，聞いたり読んだりして得た知識な

どを活用し，話したり書いたりして表現させる統合的な言語活動が十分に行われていないこと

が懸念される。

　今後，単元計画を作成する際は，単元で付けたい力を明確にして，単元のゴールを生徒と共

有するとともに，そのゴールに到達するために単元の展開に配慮しながら，単元全体を通して

インプットからアウトプットにつながる統合的な言語活動を計画的に設定することが求められ

る。
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II　質問紙調査結果の分析・考察Ⅱ
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%

《理科の授業の内容はよくわかる》

１　小学校第４学年児童の調査結果

 ※無回答を除いた割合で示している。

　学校や各教科等の勉強は好きですか。授業の内容はよくわかりますか。

　学校が好き，各教科等の勉強が好き，各教科等の授業の内容がよくわかると答えた児童の割合について
は，29 年度より若干減少しているものの，これまでと同様に，ほとんどの教科・領域で 80％以上、高いも
のは 90％を上回っており，全般的に小４児童の学習意欲は概ね良好である。

○「友達と話し合うとき，友達の話や意見を最後まで聞いている」(91.9％),「授業では，自分の考えを発表
する機会があたえられていたと思う」(83.5％) 児童の割合はいずれも高い。

○家庭での学習時間について，「学校の宿題をしている」（96.2％）児童の割合はこれまでと同様に高く，ま
た「休日に勉強を１時間以上している」（58.0％）児童の割合は，調査開始以来最も高い。

〇「テレビゲームを２時間以上している」（24.6％），「携帯電話やスマートフォンで通話やメール，インタ
ーネットを 30 分以上している」（26.0％）児童の割合は，調査開始以来最も高く，今後も注意していく必
要がある。

○「学校のきまりを守っている」（90.9％），「ものごとを最後までやりとげて，うれしかったことがある」
（90.7％）児童の割合は，これまでと同様に高い。     

　以上のことより，学力・学習を支える基盤づくりについては，概ね良好である。

 8・9

8.434.453.6 3.5

7.833.755.2 3.3

9.334.652.6

31.1 44.2 18.6 6.0

33.5 44.7 17.2 4.6

30.1 42.3 19.9 7.7

47.0 35.3 13.9 3.8

46.8 36.8 13.1 3.3

41.9 38.1 14.8 5.2

53.1 30.2 12.1 4.6

54.4 29.5 11.1 5.0

53.5 28.7 12.3 5.4

70.6 22.3
5.6

1.5

71.2 22.2
5.0
1.6

69.0 23.5
5.4
2.1

49.3 37.3 10.7 2.7

52.6 36.3 8.7 2.4

45.4 40.4 10.6 3.6

58.9 31.0 8.5 1.7

59.5 31.2 7.6 1.8

54.7 33.6 9.6 2.1

63.1 27.4 7.4 2.1

64.9 26.0 7.0 2.1

61.8 27.3 8.2 2.7

72.6 22.2
4.1

1.1

74.9 20.3
3.9
1.0

71.7 22.7
4.3

1.3

3.5
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《道徳の時間は好きだ》
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《音楽の授業の内容はよくわかる》
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《図画工作の授業の内容はよくわかる》

H30

H29

H28

《体育の授業の内容はよくわかる》

H30

H29

H28

《総合的な学習の時間は好きだ》

H30

H29

H28

《外国語活動（英語）の時間・英語の勉強は好きだ》

小６

〈参考〉
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H28

中３
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H28

小６

《学級活動の時間は好きだ》

H30

H29

H28

中３

H30

H29
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《学級活動の時間は好きだ》
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・《国語の勉強は好きだ》について，肯定的な回答をした児童の割合は，72.4％であり，29年度より5.8ポ
イント減少している。

・《英語の勉強は好きだ》について，肯定的な回答をした児童生徒の割合は，中３で67.4％であり，調査
開始以来最も高い。

・《学級活動の時間は好きだ》について，肯定的な回答をした児童生徒の割合は，中３で85.3％であり，
調査開始以来最も高い。

59.5 27.8 8.5 4.1

60.7 27.1 8.9 3.3

57.8 27.1 10.4 4.8

46.5 37.2 12.6 3.7

47.0 36.8 12.7 3.5

41.5 39.2 13.8 5.5

54.4 33.1 10.4 2.2

58.1 31.4 8.3 2.2

54.4 32.1 10.2 3.3

45.0 36.2 13.7 5.1

49.6 34.9 11.8 3.6

46.1 36.7 13.2 4.0

27.8 39.3 23.8 9.1

25.9 37.8 27.1 9.3

28.5 38.9 25.0 7.7

43.6 40.6 12.7 3.0

41.8 42.7 13.1 2.4

44.2 41.1 12.1 2.6

51.9 35.3 10.0 2.8

54.0 35.2 8.9 1.9

53.0 35.6 9.5 1.9

78.3 15.9
4.2

76.3 17.5
4.6

76.0 16.6
5.1

78.7 15.8

79.1 15.7

77.4 16.7

70.3 21.5
6.1

2.1

71.3 21.8
5.3
1.6

68.4 22.4
6.4

2.7

53.9 33.8 9.4 3.0

56.5 32.2 8.4 2.8

52.5 33.6 10.2 3.8

80.2 15.8
3.3

0.8

80.4 15.8
3.1

0.6

78.5 16.7
3.5
1.3

83.8 13.2
2.5
0.6

85.3 12.5
1.7
0.5

83.6 13.2
2.4
0.8

3.9

1.6

4.0
1.2

4.0

1.8

1.6

1.5

2.3
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中３

小６

小４

《自分の考えを発表したり，話し合ったりすること》

中３

小６

小４

《課題について，自分で考えた方法で調べたり確か
　めたりしながら勉強すること》

中３

小６

小４

《わからなかったことをもう一度勉強し直すこと》

中３

小６

小４

《教科書に出ていないことやもっとくわしいことを
　勉強すること》

中３

小６

小４

《少ない人数やグループで勉強すること》

中３

小６

小４

《コンピュータやビデオ・DVDなどを使って勉強す
　ること》

中３

小６

小４

《図書館を利用して勉強すること》

中３

小６

小４

《地域の人や専門家が来て教えてくれること》
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・《コンピュータやビデオ・ＤＶＤなどを使って勉強すること》について，肯定的な回答をした児童生徒の
割合は，86.6％～92.6％であり，いずれの学年においても高く，他の項目に比べて学年間の差が小さい。

・《少ない人数やグループで勉強すること》が「好き」と答えた児童生徒の割合は，29年度より小４で0.7
ポイント，中３では3.1ポイント増加している。

　授業の中で次のようなことは好きですか。

＜学年間比較＞

29.5 37.5 24.4 8.6

24.2 39.7 28.1 8.0

13.8 36.0 38.8 11.4

31.6 37.7 21.5 9.3

26.8 41.9 24.9 6.4

20.0 42.9 29.5 7.6

60.6 26.4 9.0 4.0

60.5 28.2 8.7 2.6

47.7 38.7 10.2 3.4

62.4 24.2 9.2 4.3

62.6 26.9 7.9 2.7

43.1 37.0 15.1 4.8

61.0 26.0 9.3 3.7

60.0 26.3 9.5 4.1

60.6 26.4 9.0 4.0

43.2 41.1 11.8 3.8

42.6 40.7 12.5 4.2

47.7 38.7 10.2 3.4

58.7 29.2 8.6 3.5

61.1 28.2 8.1 2.7

60.5 28.2 8.7 2.6

31.4 42.5 20.6 5.5

32.1 45.2 19.4 3.3

22.9 44.2 27.6 5.3

36.8 34.5 20.4 8.3

31.4 36.5 24.9 7.1

21.6 30.9 36.9 10.6

68.3 18.3 8.5 4.9

71.1 21.5 5.0

2.4

52.7 34.3 9.7 3.3

47.4 32.6 13.1 7.0

42.5 38.2 13.5 5.8

23.1 41.7 25.9 9.3
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H30

H29

H28

《算数の問題の解き方がわからないときは，あきら
　めずにいろいろな方法を考えている》

H30 

《道徳の時間では，自分の考えを深めたり，学級や
　グループで話し合ったりする活動に取り組んでい
　たと思う》

H30

H29

H28

《友達と話し合うとき，友達の話や意見を最後まで
　聞いている》

H30

H29

H28

《授業では，自分の考えを発表する機会があたえら
　れていたと思う》

H30

H29

H28

《授業の中で目標（めあて・ねらい）が示されてい
　たと思う》（※28年度は「授業のはじめに～」）　　　　　　　　　　　　　　

H30

H29

H28

《授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行っ
　ていたと思う》

H30

H29

《先生は，あなたのよいところをわかってくれてい
　ると思う》　　　　　　　　　　　　　　

・《授業の中で目標（めあて・ねらい）が示されていたと思う》の項目については，P. 55 参照。

・《先生は，あなたのよいところをわかってくれていると思う》《先生は，授業やテストで間違えたところ

　や，わからないところについて，わかるまで教えてくれる》について，肯定的な回答をした児童の割合は，

　84.6％，87.3％であり，29年度よりどちらも2.7ポイント減少している。

H30

H29

《先生は，授業やテストで間違えたところや，わか
　らないところについて，わかるまで教えてくれる》

0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100% 0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100%

　次のことは，あなたにどれくらいあてはまりますか。

30 年度より調査開始

29 年度より調査開始 29 年度より調査開始

54.4 31.9 10.9 2.9

56.8 31.4 8.9 2.8

55.1 31.0 10.9 3.0

60.9 31.3 6.7 1.1

63.8 29.2
5.5

1.5

62.7 29.2 6.4 1.7

50.7 34.6 11.9 2.8

49.4 38.0 9.9 2.7

48.1 35.3 12.6 4.0

39.3 38.5 17.4 4.9

49.0 34.8 12.9 3.3

51.2 34.3 10.8 3.7

50.0 33.5 12.0 4.5

45.5 35.8 15.2 3.6

45.6 37.1 13.7 3.6

41.4 36.4 17.1 5.0

52.3 35.0 8.8 3.9

50.6 34.0 10.5 4.9

58.0 32.0 7.7 2.3

57.8 29.5 8.9 3.8
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《ふだん（月曜日から金曜日），１日あたりどれくらいの時間，勉強をしますか。》

《土曜日や日曜日など学校が休みの日に，１日あたりどれくらいの時間，勉強をしますか。》

・家庭学習時間について，平日に１時間以上勉強する児童の割合は56.0％，30分以上勉強する児童の割合は

　91.7％であり，これまでと同様に高い。

・学校が休みの日に１時間以上勉強する児童の割合は58.0％であり，調査開始以来最も高く，平日に１時間

　以上勉強する児童の割合より高い。

・《学校の宿題をしている》について，肯定的な回答をした児童の割合は，96.2％であり，これまでと同様

　に高い。特に，「している」と積極的な回答をした児童の割合は，他の項目に比べ群を抜いて高い。

・《学校の授業の予習をしている》《学校の授業の復習をしている》について，肯定的な回答をした児童の

　割合は，63.2％，70.0％であり，29年度よりそれぞれ2.4ポイント，2.8ポイント減少している。

H30

H29

H28

《自分で計画を立てて勉強をしている》

H30

H29

H28

《学校の宿題をしている》

H30

H29

H28

H30

H29

H28

《学校の授業の予習をしている》

H30

H29

H28

《学校の授業の復習をしている》

0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100%

　家で次のようなことをしていますか。

全くしない

１時間以上，２時間より少ない

30分以上，１時間より少ない 30分より少ない

２時間以上，３時間より少ない３時間以上

H30

H29

H28

全くしない

２時間以上，３時間より少ない

１時間以上，２時間より少ない １時間より少ない

３時間以上，４時間より少ない４時間以上

7.8 14.7 35.0 35.0 6.2

8.0 14.3 34.9 34.4 7.2

7.7 14.2 34.1 35.7 7.1

1.4

1.2

1.1

3.1 6.0 13.0 31.7 38.0

3.4 5.6 14.1 31.6 37.3

4.5 7.3 15.4 30.8 34.5

8.1

8.0

7.6

36.8 35.9 21.6 5.7

39.0 35.9 19.8 5.2

37.7 35.1 20.6 6.6

25.2 34.6 27.9 12.3

31.1 34.5 24.6 9.9

28.8 34.4 24.7 12.2

36.2 32.9 22.4 8.6

41.1 31.7 20.5 6.8

38.0 32.0 20.9 9.1

86.2 10.5
2.4
0.8

87.7 9.1 2.5
0.7

86.2 10.0 3.0
0.9
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《ふだん（月曜日から金曜日），１日あたりどれくらいの時間，テレビやビデオ・DVDを見たり，聞いたり
　しますか。（テレビゲームをする時間はのぞきます。）》

・普段のテレビ等の視聴時間について，「２時間以上」と答えた児童の割合は，47.4％であり，29年度より
　5.7ポイント増加している。
・普段のテレビゲーム等の使用時間について，「２時間以上」と答えた児童の割合は，24.6％であり，調査
　開始以来最も高い。
・普段の携帯電話やスマートフォンの使用時間について，「30分以上」と答えた児童の割合は，25.9％であ
　り，調査開始以来最も高い。

H30

H29

H28

全く見たり，聞いたりしない

２時間以上，３時間より少ない

１時間以上，２時間より少ない １時間より少ない

３時間以上，４時間より少ない４時間以上

《ふだん（月曜日から金曜日），１日あたりどれくらいの時間，テレビゲーム（コンピュータゲーム，携帯
　式のゲーム，携帯電話やスマートフォンを使ったゲームもふくみます。）をしますか。》

H30

H29

H28

全くしない

２時間以上，３時間より少ない

１時間以上，２時間より少ない １時間より少ない

３時間以上，４時間より少ない４時間以上

《ふだん（月曜日から金曜日），１日あたりどれくらいの時間，携帯電話やスマートフォンで通話やメール，
　インターネットをしますか。（携帯電話やスマートフォンを使ってゲームをする時間はのぞきます。）》

H30

H29

H28

持っていない

２時間以上，３時間未満

１時間以上，２時間未満 30分以上，１時間未満 30分未満

３時間以上，４時間未満４時間以上

0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100%

11.6 13.3 21.0 26.7 22.8

10.7 11.6 19.2 27.2 26.5

14.3

4.5

4.8

4.212.3 20.8 26.8 21.7

5.6

6.4

6.5

21.0

21.9

23.7

21.0

20.9

21.9

10.7

10.6

11.3

36.7

35.5

29.8

5.2

4.7

6.8

28.3

2.5

2.0

1.4

1.1

4.4

2.5

1.3

3.0
2.2

54.27.25.3

27.68.16.0 52.5

24.87.4 9.0 49.2
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H30

H29

H28

《学校での出来事について，家の人（兄弟姉妹はふ
　くみません）と話をしている》

《テレビを見る時間やゲームをする時間などのルー
　ルを家の人と決めている》

H30

H29

H28

《学校のきまりを守っている》

H30

H29

H28

《人が困っているときは，進んで助けている》

H30

H29

H28

《ものごとを最後までやりとげて，うれしかったこ
　とがある》

H30

H29

H28

《難しいことでも，失敗をおそれないで挑戦してい
　る》

H30

H29

H28

《自分には，よいところがあると思う》

H30

H29

H28

《将来の夢や目標を持っている》

H30

H29

H28

《今住んでいる地域の行事に参加している》

0 20 40 60 80 100% 0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100%0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100% 0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100%

・《テレビを見る時間やゲームをする時間などのルールを家の人と決めている》について，肯定的な回答
をした児童の割合は，71.6％である。

・《学校での出来事について，家の人と話をしている》について，「あてはまる」と積極的な回答をした
児童の割合は，47.0％であり，29年度より7.9ポイント減少している。

・《学校のきまりを守っている》 《将来の夢や目標を持っている》《今住んでいる地域の行事に参加して
いる》について，肯定的な回答をした児童の割合は，90.9％，86.6％，82.0％であり，これまでと同様
に高い。また，「あてはまる」と積極的な回答をした児童の割合は，51.6％，72.6％，55.4％であり，
調査開始以来最も高い。

　次のことは，あなたにどのくらいあてはまりますか。

H30

30 年度より調査開始

《外国の人と友達になったり，外国のことについて
　もっと知ったりしてみたいと思う》

H30

30 年度より調査開始

47.0 46.2
5.9

1.0

47.8 23.8 12.8 15.6

50.7 43.1 5.6

0.7

51.6 39.3 7.6 1.5

42.2 42.1 12.6 3.1

45.8 40.6 11.0 2.7

40.9 42.1 12.5 4.4

43.2 38.9 14.2 3.7

48.0 36.1 12.1 3.8

45.2 37.0 13.3 4.5

69.3 16.8 7.6 6.3

72.4 15.2 7.2 5.2

72.6 14.0 6.8 6.6

40.1 25.8 17.4 16.7

52.7 27.8 13.3 6.1

54.9 25.8 13.1 6.2

47.0 30.7 12.9 9.3

73.8 18.1
5.5

2.5

76.2 16.7
5.0

2.1

71.0 19.7
6.3
3.0

43.9 36.3 12.3 7.5

49.7 32.7 11.2 6.3

46.4 32.2 12.3 9.0

54.0 28.5 11.3 6.1

54.8 27.2 11.4 6.5

55.4 26.6 10.2 7.7
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２　学習・生活状況と正答率との関係

○小４児童の学習生活状況について，以下と回答している児童の方が，教科（国語・算数）の正答率が

　高い傾向が見られる。

　・国語・算数の勉強は好きだ。

　・国語・算数の授業の内容はよくわかる。

　・国語の授業で自分の考えを話したり，書いたりしている。

　・算数の問題の解き方がわからないときは，あきらめずにいろいろな方法を考えている。

　・授業では，自分の考えを発表する機会があたえられていたと思う。

　・授業の中で目標（めあて・ねらい）が示されていたと思う。

　・授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行っていたと思う。

　・ふだん（月曜日から金曜日），携帯電話やスマートフォンで通話やメール，インターネットをする

　　時間が少ない，または携帯電話やスマートフォンを持っていない。

　・学校のきまりを守っている。

　・ものごとを最後までやりとげて，うれしかったことがある。　　　                     

○小４児童の各教科の正答率や学習・生活状況に関する項目の関係を分析すると，次のようにまとめ

　られる。

　・これまでと同様に，国語と算数の正答率は相互に関連が強い。

　・各教科の勉強が好きという項目と授業内容がよく分かるという項目の回答は，関連がある。

》るかわくよは容内の業授の数算・語国《》だき好は強勉の数算・語国《

どちらかといえば

あてはまる
あてはまる

どちらかといえば

あてはまらない
あてはまらない

68.8％

78.7％

62.9％

74.0％

55.0％

69.3％

45.1％

59.5％

国語

算数

どちらかといえば

あてはまる
あてはまる

どちらかといえば

あてはまらない
あてはまらない

69.5％

79.3％

59.0％

71.1％

46.7％

63.4％

37.2％

54.7％

国語

算数

《国語の授業で自分の考えを話したり，書いたりして
　いる》

《算数の問題の解き方がわからないときは，あきらめ
　ずにいろいろな方法を考えている》

66.9％

78.3％

61.6％

75.3％

53.0％

70.2％

41.5％

59.2％

国語

算数

どちらかといえば

あてはまる
あてはまる

どちらかといえば

あてはまらない
あてはまらない

どちらかといえば

あてはまる
あてはまる

どちらかといえば

あてはまらない
あてはまらない

65.6％

79.0％

59.6％

73.1％

52.1％

65.6％

46.6％

59.5％

国語

算数

30%

68.868.8

78.778.7

62.962.9

74.074.0

55.055.0

69.369.3

45.145.1

59.559.5

69.569.5

79.379.3

59.059.0

71.171.1

46.746.7

63.463.4

37.237.2

54.754.7

66.966.9

78.378.3

61.661.6

75.375.3

53.053.0

70.270.2

41.541.5

59.259.2
65.665.6

79.079.0

59.659.6

73.173.1

52.152.1

65.665.6

46.646.6

59.559.5
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《学校のきまりを守っている》
《ものごとを最後までやりとげて，うれしかったこ
　とがある》

63.9％

76.3％

61.7％

75.8％

51.4％

67.8％

41.5％

60.2％

国語

算数

どちらかといえば

あてはまる
あてはまる

どちらかといえば

あてはまらない
あてはまらない

どちらかといえば

あてはまる
あてはまる

どちらかといえば

あてはまらない
あてはまらない

64.6％

77.3％

58.4％

72.8％

49.7％

66.9％

42.0％

59.4％

国語

算数

《授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行っ
　ていたと思う》

65.7％

77.4％

62.0％

75.5％

55.4％

71.8％

48.3％

65.2％

国語

算数

持って

いない

4時間

以上

30分より

少ない

1時間より

少ない

2時間より

少ない

3時間より

少ない

4時間より

少ない

どちらかといえば

あてはまる
あてはまる

どちらかといえば

あてはまらない
あてはまらない

64.3％

77.1％

64.0％

76.2％

59.2％

74.2％

58.4％

72.8％

51.3％

68.4％

48.0％

65.8％

43.7％

61.5％

国語

算数

《授業では，自分の考えを発表する機会があたえら
　れていたと思う》

《授業の中で目標（めあて・ねらい）が示されてい
　たと思う》

67.0％

78.9％

59.7％

74.3％

52.3％

67.8％

43.2％

59.0％

国語

算数

どちらかといえば

あてはまる
あてはまる

どちらかといえば

あてはまらない
あてはまらない

どちらかといえば

あてはまる
あてはまる

どちらかといえば

あてはまらない
あてはまらない

66.4％

78.2％

60.5％

74.7％

52.6％

69.1％

45.3％

61.8％

国語

算数

《ふだん（月曜日から金曜日），1日あたりどれくら
いの時間，携帯電話やスマートフォンで通話やメー
ル，インターネットをしますか。（携帯電話やスマ
ートフォンを使ってゲームをする時間はのぞく）》

63.963.9

76.376.3

61.761.7

75.875.8

51.451.4

67.867.8

41.541.5

60.260.2 64.664.6

77.377.3

58.458.4

72.872.8

49.749.7

66.966.9

42.042.0

59.459.4

65.765.7

77.477.4

62.062.0

75.575.5

55.455.4

71.871.8

48.348.3

65.265.2

64.364.3

77.177.1

64.064.0

76.276.2

59.259.2

74.274.2

58.458.4

72.872.8

51.351.3

68.468.4

48.048.0

65.865.8

43.743.7

61.561.5

67.067.0

78.978.9

59.759.7

74.374.3

52.352.3

67.867.8

43.243.2

59.059.0

66.466.4

78.278.2

60.560.5

74.774.7

52.652.6

69.169.1

45.345.3

61.861.8
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Ｈ30中教員

Ｈ29 中教員

Ｈ28 中教員

H30 小教員

H29 小教員

H28 小教員

Ｈ30 中教員

Ｈ29 中教員

Ｈ28 中教員

H30 小教員

H29 小教員

H28 小教員

Ｈ30 中教員

Ｈ29 中教員

Ｈ28 中教員

H30 小教員

H29 小教員

H28 小教員

0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100%

　「1学力の重要な要素に関すること」について，肯定的な回答をした教員の割合は，それぞれ 90％以上
であり（小学校で 94.4％～ 98.7％，中学校で 93.5％～ 97.5％），学力の向上に向けた教員の意識は概ね良
好である。

○「児童生徒の様々な考えを引き出したり，思考を深めたりするような発問や指導をしている」教員の割
合は，小学校では 97.3％，中学校では 96.2％であり，これまでと同様に高い。

○「問題解決的な学習，実生活における様々な事象との関連を図った学習などを通して，活用力（思考力・
判断力・表現力等）を育成する指導をしている」教員の割合は，小学校では 94.4％，中学校では 93.5％
であり，これまでと同様に高い。

○「考えの根拠や筋道を明確にして，説明や論述ができるように指導をしている」教員の割合は，小学校で
は 90.7％，中学校では 82.6％であり、これまでと同様に高い。

　　
○「児童生徒の発言の機会や活動の時間を確保して，学び合う場を設けている」教員の割合は，小学校で
97.7％，中学校で 94.7％であり，これまでと同様に高い。

○「児童生徒がコンピュータなどを使う学習活動を取り入れた指導をしている」教員の割合は，29 年度と
比較して中学校では 3.0 ポイント増加している。

○「児童生徒が取り組んだ宿題について，評価・指導を行っている」教員の割合は，小学校で 97.1％，中学
校で 92.4％であり，これまでと同様に高い。

○「自校の『学力向上プラン』に基づく指導をしている」教員の割合は，小学校で 94.9％，中学校で 92.9％
であり，これまでと同様に高い。

1〜3

6〜8

10・11

３　教員の調査結果

※「回答できない」及び無回答を除いた割合で示している。

　学力の重要な要素に関すること

《繰り返し学習（音読，暗記・暗唱，反復学習など）
　を通して，基礎的・基本的な知識・技能の定着を
　図っている》

《課題設定や授業展開，教材・教具の開発など，学
　習意欲の向上を図るための工夫をしている》

《問題解決的な学習，実生活における様々な事象との
　関連を図った学習などを通して，活用力（思考力・
　判断力・表現力等）を育成する指導をしている》

次の指導等を，昨年度からどの程度行っていますか。

＜29 年度と比べて上昇した項目＞

・《活用力を育成する指導をしている》《学習意欲
の向上を図るための工夫をしている》について，
「よくしている」と積極的な回答をした中学校教
員の割合は，それぞれ8.1ポイント，9.4ポイント
増加している。   

59.9 39.4
0.7
0.0

64.4 34.9
0.6

0.1

67.2 31.5
1.3
0.0

41.8 52.8
5.3
0.2

42.8 53.5
3.6
0.1

47.8 46.3
5.2
0.7

33.1 64.7
2.2
0.0

40.4 58.2
1.3
0.1

43.8 54.0
2.0
0.2

33.9 63.1
3.1
0.0

34.9 61.8
3.2
0.1

44.3 53.2
2.4
0.1

22.7 71.9
5.3
0.1

29.3 67.1
3.4

0.2

30.8 63.6
5.1
0.5

22.1 70.3 7.4
0.1

22.6 69.0 8.1
0.3

30.7 62.8
5.8
0.6
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Ｈ30中教員

Ｈ29 中教員

Ｈ28 中教員

H30 小教員

H29 小教員

H28 小教員

《児童生徒の様々な考えを引き出したり，思考を深
　めたりするような発問や指導をしている》

H30 中教員

H29 中教員

H28 中教員

H30 小教員

H29 小教員

H28 小教員

《児童生徒の発言の機会や活動の時間を確保して，
　学び合う場を設けている》

H30 中教員

H29 中教員

H28 中教員

H30 小教員

H29 小教員

H28 小教員

《記録，要約，説明，論述などの言語活動を重視し
　た指導をしている》

H30 中教員

H29 中教員

H28 中教員

H30 小教員

H29 小教員

H28 小教員

《考えの根拠や筋道を明確にして，説明や論述がで
　きるように指導をしている》

H30 中教員

H29 中教員

H28 中教員

H30 小教員

H29 小教員

H28 小教員

《ノートの書き方やまとめ方などの指導を通して，
　考え方を身に付けさせる指導をしている》

H30 中教員

H29 中教員

H28 中教員

H30 小教員

H29 小教員

H28 小教員

《児童生徒がテストの間違ったところを振り返って
　学習する場を設けている》

H30 中教員

H29 中教員

H28 中教員

H30 小教員

H29 小教員

H28 小教員

《授業の中で目標（めあて・ねらい）を児童生徒に
　示している》（28年度まで「授業の冒頭で」）　　　　　　　　　　　

H30 中教員

H29 中教員

H28 中教員

H30 小教員

H29 小教員

H28 小教員

《授業の最後に，学習したことを振り返る活動を取
　り入れている》

H30 中教員

H29 中教員

H28 中教員

H30 小教員

H29 小教員

H28 小教員

《授業において，明確な評価規準を基に児童生徒の
　定着状況を把握し，学習指導の改善に生かしてい
　る》
（28年度まで「児童生徒の学習状況を評価しながら
　授業を進めている」）　　　　　

H30 中教員

H29 中教員

H30 小教員

H29 小教員

《授業において，児童生徒一人一人に自分の成長や
　変容を自覚させるなど，自信を持たせるような指
　導をしている》

0 20 40 60 80 100% 0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100%0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100% 0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100%0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100% 0 20 40 60 80 100%

　教科等に関すること

28.8 68.8
2.4
0.0

33.3 64.8
1.8

0.1

34.2 63.1
2.6
0.1

21.3 72.7
6.0
0.0

24.2 72.2
3.5
0.1

31.1 65.1
3.7
0.1

16.3 67.7 14.9 1.2

22.3 65.2 11.7 0.9

18.6 65.5 14.5 1.4

15.6 61.3 21.7 1.4

17.9 58.3 21.8 2.0

20.1 59.4 19.3 1.2

27.6 64.8
7.3
0.3

34.2 60.2
5.4
0.3

31.4 59.3 8.6 0.8

21.7 58.6 18.2 1.5

21.4 60.6 16.8 1.2

27.7 54.9 16.3 1.2

38.9 58.9
2.1
0.1

51.6 46.9
1.3

0.2

49.8 47.9
2.3
0.0

31.6 61.4
6.8
0.3

34.0 58.9
6.8
0.3

44.2 50.5
5.2
0.1

45.7 49.3
4.9
0.1

50.2 45.6
3.7
0.5

50.1 44.5
4.1
1.3

35.0 53.2 9.6 2.2

34.1 51.8 12.1 2.1

40.5 46.3 10.7 2.5

33.0 60.0
6.3
0.7

38.3 55.6
5.7
0.4

40.2 51.2 7.7 0.9

19.6 57.9 20.4 2.1

19.9 58.8 19.1 2.2

22.8 55.6 20.2 1.4

68.9
1.2
0.1

71.5
0.9
0.2

71.8
1.5
0.0

59.9
2.2
0.6

64.6
1.7
0.0

73.9

29.9

27.4

26.8

37.3

33.7

24.0
1.8
0.3

36.7 54.6 8.4 0.3

42.0 51.9
5.7
0.4

37.3 54.4 7.4 0.8

31.5 55.4 12.2 0.9

33.3 54.1 12.0 0.6

36.2 51.2 11.7 0.9

34.9 61.2
3.9
0.1

34.3 59.4
6.3
0.1

21.1 63.2 15.4 0.3

24.2 58.0 16.9 0.9

32.8 63.1
4.0
0.1

20.0 71.5 8.4 0.1

21.1 65.3 12.9 0.7

22.4 67.6 9.8 0.3

14.5 71.7 13.1 0.7

19.1 64.7 15.0 1.2
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H30 中教員

H30 小教員

《授業で身に付けたことを課題の解決に活用したり，
　他教科や日常生活の様々な場面で生かしたりでき
　るように指導をしている》

H30 中教員

H29 中教員

H28 中教員

H30 小教員

H29 小教員

H28 小教員

《個に応じた指導として，習熟の遅い児童生徒に，
　補充的な学習の指導をしている》

H30 中教員

H29 中教員

H28 中教員

H30 小教員

H29 小教員

H28 小教員

《個に応じた指導として，習熟の早い児童生徒に， 
    発展的な学習の指導をしている》

H30 中教員

H29 中教員

H28 中教員

H30 小教員

H29 小教員

H28 小教員

《コンピュータなどを使って，資料を拡大表示した
　り，デジタル教材を活用したりするなどの工夫を
　している》

H30 中教員

H29 中教員

H28 中教員

H30 小教員

H29 小教員

H28 小教員

《児童生徒がコンピュータなどを使う学習活動を取
　り入れた指導をしている》

H30 中教員

H29 中教員

H28 中教員

H30 小教員

H29 小教員

H28 小教員

《学校図書館を活用した指導をしている》

H30 中教員

H29 中教員

H30 小教員

H29 小教員

《指導計画の見直しや改善に取り組んでいる》

H30 中教員

H29 中教員

H28 中教員

H30 小教員

H29 小教員

H28 小教員

《自校の「学力向上プラン」に基づく指導をしてい
　る》

30 年度より調査開始

30 年度より調査開始

0 20 40 60 80 100% 0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100%0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100% 0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100%

＜肯定的な回答の割合が高い項目＞

・《児童生徒の様々な考えを引き出したり，思考を深めたりするような発問や指導をしている》《児童生
徒の発言の機会や活動の時間を確保して，学び合う場を設けている》《授業の中で目標（めあて・ね
らい）を児童生徒に示している》について，肯定的な回答をした教員の割合は，小学校で97.3～
98.6％，中学校で94.7～97.9％であり，これまでと同様に高い。

＜29 年度と比べて上昇した項目＞

・ 中学校教員においては，以下の項目について，「よくしている」と積極的に回答した教員の割合の増加
が顕著である。

　《児童生徒の発言の機会や活動の時間を確保して，学び合う場を設けている》
　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　44.2％（10.2ポイント増加）
　《授業の中で目標（めあて・ねらい）を児童生徒に示している》 ・・・ 73.9％ （9.3ポイント増加）
　《個に応じた指導として，習熟の遅い児童生徒に，補充的な学習の指導をしている》
　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　20.5％ （8.1ポイント増加）
　《自校の「学力向上プラン」に基づく指導をしている》 ・・・・・・・ 32.9％ （8.7ポイント増加）

23.3 63.0 12.8 0.8

22.3 56.5 19.1 2.1

13.1 56.4 29.1 1.4

19.2 58.1 21.3 1.4

16.1 57.6 23.9 2.4

11.5 50.4 34.7 3.4

12.5 53.5 31.4 2.6

18.3 49.1 29.7 2.9

27.8 48.3 20.5 3.4

30.8 48.8 17.5 2.9

31.1 46.0 18.9 4.0

27.2 37.5 24.9 10.4

27.7 36.4 25.5 10.3

32.3 36.2 24.3 7.2

31.5 60.6 7.7 0.3

36.6 57.3
5.4

0.7

36.2 54.4 8.0 1.4

11.8 52.5 32.5 3.3

12.4 55.3 29.2 3.0

20.5 47.4 28.9 3.1

26.1 60.6 11.5 1.9

30.4 58.0 10.6 1.1

27.9 56.7 13.0 2.4

5.2 28.9 38.0 27.9

6.3 26.2 38.6 28.8

5.7 27.7 38.5 28.0

31.5 63.4
4.8

0.3

36.3 60.5
2.7
0.5

36.0 58.9
4.4
0.8

24.7 66.1 8.1 1.1

24.2 67.0 7.8 1.0

32.9 60.0
6.3

0.7

10.2 46.7 34.0 9.1

14.5 50.9 28.6 6.0

12.3 46.3 32.4 9.0

5.8 24.1 44.1 26.0

7.5 21.8 39.2 31.6

8.4 23.9 40.1 27.7

23.6 67.7 8.3 0.4

23.5 64.4 10.7 1.5

16.0 67.5 15.6 0.8

20.4 64.3 13.8 1.5
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H30 中教員

H30 小教員

《家庭学習の取組として，児童生徒に家庭での学習
　方法等を具体例を挙げながら教えている》

H30 中教員

H29 中教員

H28 中教員

H30 小教員

H29 小教員

H28 小教員

《学校・学年・学級単位で，保護者に対して児童生
　徒の学習を促すような働きかけをしている》

H30 中教員

H29 中教員

H28 中教員

H30 小教員

H29 小教員

H28 小教員

《児童生徒が取り組んだ宿題について，評価・指導
　を行っている》

H30 小教員

※教員質問紙より
《授業の中で目標（めあて・ねらい）を児童生徒
　に示している》 　

H30 小４

※小学校第4学年質問紙より
《授業の中で目標（めあて・ねらい）が示されて
　いたと思う》 　

30 年度より調査開始

30 年度より調査開始

0 20 40 60 80 100% 0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100%

＜29 年度と比べて上昇した項目＞
・中学校教員においては，以下の項目について，「よくしている」と積極的に回答した割合の増加が顕
　著である。
　《児童生徒が取り組んだ宿題について，評価・指導を行っている》・・・・41.1％（11.4ポイント増加）
　《学校・学年・学級単位で，保護者に対して児童生徒の学習を促すような働きかけをしている》
　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・28.3％（9.4ポイント増加）

＜肯定的な回答の割合が高い項目＞
・《児童生徒が取り組んだ宿題について，評価・
　指導を行っている》について，肯定的な回答を
　した教員の割合は，小学校で97.1％，中学校で
　92.4%であり，これまでと同様に高い。

・《授業の中で目標（めあて・ねらい）を児童生徒に示している》について，肯定的な回答をした教員
　の割合は，小学校で98.6％であり，これまでと同様に高い。しかし，小学校第４学年児童の調査結果
　では，《授業の中で目標（めあて・ねらい）が示されていたと思う》について，肯定的な回答をした
　児童の割合は，83.4％である。

　家庭学習に関すること

＜その他，留意する項目＞

71.8 26.8
1.5

0.0

44.8 48.5
5.9

0.7

34.4 53.5 11.3 0.8

48.1 35.3 12.6 4.0

50.5 46.2
3.1

0.3

55.9 42.0 1.5
0.6

59.4 37.7
2.7
0.2

28.5 60.5
7.3
3.7

29.7 60.7
7.1
2.4

41.1 51.3 6.8
0.8

34.1 58.9
6.5
0.5

41.5 53.2
4.7
0.6

38.4 54.2
6.4
1.0

22.9 62.0 11.8 3.4

18.9 63.0 13.8 4.2

28.3 56.4 13.2 2.2

― 55 ―



H30 中教員

H29 中教員

H28 中教員

H30 小教員

H29 小教員

H28 小教員

《私語をしない，相手を意識して話す・聞く，授業
　開始の時刻を守るなど，学習規律の指導をしてい
　る》

H30 中教員

H29 中教員

H28 中教員

H30 小教員

H29 小教員

H28 小教員

《児童生徒に，校則や集団生活のルールを守るよう
　指導をしている》

H30 中教員

H29 中教員

H28 中教員

H30 小教員

H29 小教員

H28 小教員

《児童生徒に，早寝・早起き・朝ご飯・テレビの視
　聴時間など，基本的な生活習慣の指導をしている》

H30 中教員

H29 中教員

H28 中教員

H30 小教員

H29 小教員

H28 小教員

《児童生徒に，進んで挨拶をするよう指導をしてい
　る》

H30 中教員

H29 中教員

H28 中教員

H30 小教員

H29 小教員

H28 小教員

《地域や社会で起こっている問題や出来事に関心を
　持たせる指導をしている》　　

H30 中教員

H29 中教員

H28 中教員

H30 小教員

H29 小教員

H28 小教員

《児童生徒に，将来就きたい仕事や夢について考え
　させる指導をしている》

H30 中教員

H29 中教員

H28 中教員

H30 小教員

H29 小教員

H28 小教員

《児童生徒をほめたり，励ましたりしながら，長所を
　伸ばす指導をしている》

0 20 40 60 80 100% 0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100%0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100% 0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100%

＜肯定的な回答の割合が高い項目＞

・《私語をしない，相手を意識して話す・聞く，授業開始の時刻を守るなど，学習規律の指導をしてい
る》《児童生徒に，校則や集団生活のルールを守るよう指導をしている》《児童生徒に，進んで挨拶
をするよう指導をしている》《児童生徒をほめたり，励ましたりしながら，長所を伸ばす指導をして
いる》について，肯定的な回答をした教員の割合は，小学校で98.4～99.5％，中学校で96.8～99.5％
と，これまでと同様に高い。

・　中学校教員においては，《児童生徒をほめたり，励ましたりしながら，長所を伸ばす指導をしている》
について，「よくしている」と積極的に回答した割合は，58.2％であり，29年度より10.3ポイント増加
している。

＜29 年度と比べて上昇した項目＞

　学習規律等に関すること
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0.3

58.0 40.4
1.5
0.1

57.7 41.1 1.2
0.0

65.1 31.7
3.1
0.1

37.4 55.8
6.3
0.5

44.5 51.0
3.8
0.7

39.2 50.9 8.8 1.1

34.5 53.2 10.7 1.6

32.7 56.1 10.8 0.4

39.6 48.2 11.4 0.7

25.2 58.9 14.9 1.0

25.4 60.1 13.7 0.8

23.0 55.9 19.3 1.8

23.5 55.6 19.0 1.9

21.2 58.2 19.8 0.8

27.0 51.5 20.3 1.2

16.5 55.4 25.2 3.0

21.3 56.2 21.2 1.3

20.7 50.5 25.9 2.8

28.1 60.5 10.0 1.5

27.6 62.4 9.3 0.7

34.2 55.6 9.6 0.6
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